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1. 概要と歴史 
 
1.1 地名の由来 

 アイヌ語の「ケネペツ」というハンノキの多い川という意味の言葉が由来である。 
 
1.2 歴史 

 剣淵町の始まりは、天塩国上川郡に剣淵村・士別村・多寄村・上名寄村が設置された 1897
年である。そして 1899 年に屯田兵 337 戸が入地し、剣淵に戸長役場が設置された。1902
年には、上名寄戸長役場（現在の名寄市）が分離された。その後、1906年に 2級町村制が
施行され、自治体として歩みだした。 
 1904 年に現在の和寒町である和寒村を、また 1927 年に現在の士別市温根別町を分村し
た。その後、1962年に町制を施行したことにより、現在の剣淵町に至った。 
 
2. 地理・気候 
 

2.1 位置 

 
 剣淵町は北海道の中央部上川支庁管

内の中央よりやや北に位置し、和寒町と

士別市に隣接している。 
 東経は 142度、北緯は 44度である。 
 
2.2 地勢 

 剣淵町は、名寄盆地に属し、中央部を

天塩川の支流剣淵川が流れている。その

流域は農業に適した平地であり、東と西

の両側は丘陵地帯となっている。 
 町内北部の犬牛別川からは、しじみや

はまぐりの化石が発見されたため、古代

には湖であったことが推測される。 
 

図 1 剣淵町の位置 

 

出典：上川支庁 HP



2.3 気候 

 内陸性気候で、夏期は比較的高温多照に恵まれるが、晩夏から秋期にかけては曇りの日

が多い。雨量は春期に少なく秋期に多く、冬には雪が多く寒さが厳しい特色をもっている。 
 ちなみに、年平均気温は 6.1℃、最高月平均気温は 20.8℃、最低月平均気温は－8.2℃、
最大積雪深は 136ｃｍである。 
 
3. 人口・世帯数推移 
 

 
 剣淵町は 1962年に町制を施行したことにより、現在の剣淵町となったため、図 2のグラ
フでは 1947年から 1960年までのデータは剣淵村のときのものである。 
 図 2によると、1955年から 2000 年にかけて人口が徐々に減っていることがわかる。こ
れは高度経済成長が起こり、農村部から都市部へ若い労働者などが移っていったことが原

因であると推測できる。剣淵町は北海道第 2 の都市である旭川市が近いため、多くの若い
労働者などが旭川市に移っていったと考えられる。 
 また、図 2 によると、人口が減少しているにも関わらず世帯数があまり変化していない
ことがわかる。これは、結婚したら親と一緒の家に住まないなどで核家族が増えたことが

原因であると推測できる。 
 
 
 
 

図2　国勢調査データにおける総人口・世帯数の推移

0

2000

4000

6000

8000

10000

総人口 9375 9283 9334 9047 8013 7056 5911 5481 5111 4703 4466 4158

世帯数 1431 1461 1542 1619 1633 1606 1496 1519 1414 1385 1403 1414

1947
年

1950
年

1955
年

1960
年

1965
年

1970
年

1975
年

1980
年

1985
年

1990
年

1995
年

2000
年

 
出典：北海道庁ＨＰ



4. 産業 
 
4.1 産業別人口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 3でわかるように剣淵町は第 1次産業就業者が 1番多く、就業者人口全体の約 46％を
占めている。2番目に多いのは第 3次産業就業者で、就業者人口全体の約 38％である。第 2
次産業就業者が 1番少なく、就業者人口全体の約 16％である。 
 
4.2 農家 

 剣淵町は図 3 で見た通り産業の中心が第 1 次産業であり、中でも農業が盛んである。総
世帯数 1414世帯に対し、農家世帯数は 484世帯である。その内、自給的農家が 12世帯で 
販売農家が 472世帯である。主副業分類でみると、主業農家が 342世帯、準主業農家が 20
世帯、副業的農家が 110世帯である。さらに専兼業の分類でみると、専業農家が 177世帯、
第 1次兼業農家が 235世帯、第 2次兼業農家が 60世帯である。 
 
4.3 特産品 

 剣淵町の特産品には、米、イモ、ニンジン、トマト、アスパラ、野菜ジュース、軟白ネ

ギ、豆類などの農作物全般や、鳥のくんせい、屯田三色めんなどがある。このように剣淵

町の特産品には農作物が多いということからも、剣淵町では農業が盛んであることがわか

る。 

図3　国勢調査データ(2000年）における産業別人口
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出典：わがマチ・わがムラＨＰ



 

4.4 特産物の作付面積と産出額 

 剣淵町の農作物の作付面積は次のようになっている。作付延べ面積 6160haに対し、水稲
1020ha、豆類 1585ha、馬鈴薯 340ha、にんじん 57ha、ねぎ 3ha、トマト 2haである。ま
た、産出額は合計 450千万円に対し、米 98千万円、豆類 116千万円、野菜 78千万円、イ
モ類 32千万円である。このように作付面積と産出額の大部分が特産物で占められている。 
 

5. 観光 
 
5.1 絵本の館 

 絵本の里として有名である剣淵町には、蔵書 45,000冊を有する絵本の館という観光名所
がある。この絵本の館は、平成 3 年に旧役場庁舎を改装して開館したものがもとで、それ
は木造のアンティークなたたずまいで、中に入ると夢いっぱいに絵本の世界が広がる絵本

の里のシンボルだった。 
図6、図7の現在の絵本の館は、
さらに多くの人に安全で使いや

すく親しまれるように、平成 16
年に新築移転したものである。 
 

 

図 4 野菜ジュース 

出典：道の駅絵本の里 HP

図 5 軟白ネギ 

 

出典：道の駅絵本の里 HP

図 6 絵本の館内の様子 

 
出典：絵本の館ＨＰ



 

5.2 道の駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この道の駅はつい最近の 2006年 9月
21日にオープンしたものである。 
中には、農産物直売所や地場産品や

レストラン、さらにテイクアウトと

パンの販売や絵本のコーナーと地域

情報コーナーなど剣淵町で盛んであ

る農業の特産品や絵本の里ならでは

図 7 絵本の館外観 

 

出典：剣淵商工会ＨＰ

図 8 道の駅外観 

 
出典：剣淵温泉レークサイド桜岡 HP

図 9 道の駅の中の様子 

 

出典：道の駅絵本の里ＨＰ



の絵本のコーナーが設けられている。 
 道の駅として、乗用車 42台、大型車 12台、障害者用 2台が駐車可能である。そして、
嬉しいことにトイレは 24時間使用可能である。 
 

5.3 絵本の里家族旅行村キャンプ場 

 正面に桜岡湖を一望できるロケーションにあり、剣淵町の絶景ポイントである。大自然

の中で森林浴や湖畔をサイクリングすることもできる。平成 14 年 7 月に前面オープンし、
道北のアウトドア拠点として評判を呼んでいる。 
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図 10 絵本の里家族旅行村キャンプ場 

 

 

出典：剣淵町役場 HP


